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小学校理科における学習意欲の持続に関する研究
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The purpose of this study was to examine through teaching practices how elementary school 
children develop and sustain their motivation to learn science. The result brought about an 
e宜ectivesubject to develop children冶 motivationfor learning. But， some future issues on how 
to sustain motivation throughout the whole learning unit were found. Then， the issues were 
examined through previous studies and practices. As a result， preparing a problem-solving task for 
children was proven to be effective. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の背景
現在， 日本において，理数教育の充実は，学校
教育の課題の 1つである。2000年以降に行われて
し、る経済協力開発機構(OECD)による PISA(2006) 
調査では，科学的リテラシーを重点において学力
調査が行われた。この時の科学的リテラシーに関
するアンケー ト調査よ り，日本の生徒は I科学へ
の興味 ・関心が低く，観察・実験等を充実する時
間を確保し，関心や意欲を高める取り組みが必要
である」としづ課題が報告された。この結果によ
り，文部科学省は“科学への興味 ・関心や学習意
欲の向上を図る"という課題を挙げた。PISA(2012)
調査では，科学的リテラシーの得点 ・順位は先進
国上位で、あったが，学習意欲が向上されたかどう
かは依然として不明瞭のままである。
平成20年度l月に 「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善について」答申では，以下の 7点を基本的な考
え方として，学習指導要領の改善の方向性が示さ
れた。
①改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領の
改訂
② 「生きる力Jとしづ理念の共有
③基礎的 ・基本的な知識 ・技能の取得
④思考力 ・判断力 ・表現力等の育成
⑤確かな学力を確立するために必要な授業時数
の確保
⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立
⑦豊かな心や健やかな体の育成のための指導の
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充実
また，各教科の改善の基本方針が示され 「理科
については，その課題を踏まえ，小 ・中・高等学
校を通じ，発達の段階に応じて，児童が知的好奇
心や探究心をもって，自然に親しみ， 目的意識を
もった観察 ・実験を行うことにより，科学的に調
べる能力や態度を育てるとともに，科学的な認識
の定着を図り，科学的な見方や考え方を養うこと
ができるよう改善を図るJと記されている。さら
に 「理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機
会をもたせ，科学への関心を高める観点から，実
社会 ・実生活との関連を罫見する内容を充実する
方向で、改善を図る」とも記され，理科を学ぶこと
の意義や有用性を実感し，科学への関心，理科の
学習に対する意欲の向上が求められている。
(2)研究の目的
筆者はこれまで I学習意欲を高めるための課題
設定の在り方」について研究を進めてきた。その
結果，単元の中の導入と終末において，児童の学
習意欲を高めることのできる授業を構成すること
ができた。しかし，学習意欲が実験 ・観察を含む
単元全体を通して，次時以降にも持続する単元構
成 ・毎時間の授業を構成する必要があることが課
題で、あった。
本研究は，単元全体を通して学習意欲を向上・
持続させていくために，学習意欲を向上・ 持続さ
せるものはどのようなものであるか，授業実践を
通して検証する。
(3)研究方法
まず，学習意欲に関連した動機づ、けについての
先行研究を調査する。次に，授業を通した実践を
行う。ここでははじめに，事前調査アンケートを
実施する。アンケートの結果から，児童の既有経
験をもとに，単元計画を作成する。そして，学習
意欲の向上 ・持続を目指した授業を実施する。毎
時間の授業の最後には児童に対して振り返りプ
リントに自己評価を付けてもらう。実践後には，
授業の子ども同士の発話の内容や，学習プリント
への記述，振り返りプリントの記述の内容をもと
に，学習意欲が向上 ・持続する授業について考察
をしていく。
2 先行研究の検討
(1) [科学に対する態度，理科の学習環境について]
PISA (2006)による「科学的リテラシーjに関す
る質問紙調査の結果概要を以下に記する。
0科学への興味 ・関心，科学の楽しさについて肯定的に
回答した劃合が OECD平均より低い。
(例「そうだと思う」又は「全くそうだと思う」と回答し
た生徒の割合)
科学についての知識を得ることは楽しいc 日本 58% 0 
ECD平均 67%
科学について学ぶことに興味がある。 日本 50% OEC 
D平均 63%
0観察 ・実験などを重視した理科の授業を受けていると
認識している生徒の割合が低い。
(例)ほとんども しくはすべての授業で，実験からどんな
結論が得られるか考えると回答した割合は 26% (OEC 
D平均 51%)
0対話を重視した理科の授業を行っていると感じる生徒
の割合がOECD平均より低いn
(例)ほとんどもしくはすべての理科の授業てコクラス全
体でディベートすると回答した生徒の割合は 4%(OEC 
D平均36%)
0 科学関係の職に就くことを期待している生徒の割合
は， OECD平均 (25%)より低い。
(※「最先端の科学にたずさわって生きていきたしリと回
答した生徒の割合は8%(OECD平均21%)
(2)動機づけ
動機づけとは，ラテン語の動詞movereに由来す
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る用語である。語源からいえば，動機づけは，行
動を起こさせ，持続させるもの，あるいは活動を
助成するものといった意味で用いられている。動
機づけは外発的動機付けと内発的動機付けに分け
られる。
藤田(2002)は，外発的動機づけとは I金銭や
賞賛といった報酬を獲得することを目標とする動
機づけであり，たとえば，ゲームソフトがほしい
ために，勉強するというのは外発的に動機付けら
れた行動である。Jと述べている。一方，内発的動
機づけとは I学習者が学習行動そのものに5齢 、興
味や関心を示し，面白し、から勉強するとし、う行動
であり，学習行動それ自体が目標となっている。
例えば，教師から指示されなくとも，子どもが夢
中になって行う昆虫の観察などがそうである。Jと
述べている。
Deci， E.L. (1999)は，内発的習H幾づけを「豊かな
経験，概念の理解度の深さ，レベノレの高い創造性，
よりよい問題解決を導くもの」と捉えた。 「フロー
(flow) Jが高まった状態で、ある。フローとは I時
間の感覚が消え去り，集中力が持続し，ワクワク
するような気持ちで満たされ，その時間がいつま
でも終わらないでほしいと願うような心理的状
態」を指す。内発的動機づけを高めるためには I好
奇心と興味，有能さと自律性(自分で決定する感
覚)の感覚を支援することが重要である。Jと述べ
た。また，統制(外発的脅H幾づけ)を 「内発的動
機づけや課題の遂行を低下させるだけでなく，損
得勘定の実利にさとい人には残念なことに，創造
性や概念理解，柔軟性を必要とするような課題の
成果に妨害的な効果をもたらすもの」として捉え
てしも。列階的動機づけは， Iし、ったん報酬を船、
出したら簡単には後戻りできない。報酬に関心を
向けると，報酬を獲得するための手っとり早い最
短のやり方を選ぶようになる。」と述べ，外発的に
動機づける危険性について言及している。
(3)学校における動機づけの捉え
①外発的動機づけ
外発的動機づけは，教室場面でしばしば用いら
れている。藤田(2002)は，教室場面でよく用いら
れる外発的動機付けとして3 子どもの学習行動を
教師が褒めるという報酬，成績iという名の報酬の
2つを挙げている。これらの動機付けは一時的に
意欲を高める効果があるが，褒められないと勉強
しない，テス トで問われることしか学習しない，
とし、う現象が現れる。ブノレーナーは，このような
外発的動機づけによる学習の弊害を指摘し，発見
の喜びを動機とする内発的動機付けによる学習活
動を重視した。
② 内発的動機づけ
さらに藤田(2002)は，内発的動機づけを生み出
すものとして，知的好奇心，有能感，自己決定感
の3つがあると述べた。知的好奇心とは，自分の
知らないことや，珍しいことに幅広く興味を持ち，
その中のものに興味を絞り，それについて深く学
び，理解しよ うとする傾向と定義されている。「な
ぜ?J Iどうして?Jなどの疑問を生じさせ，探究
活動を誘発するのが知的好奇心である。有能感と
は，学習によって， IわかったJ，Iできた」と実感
することによって喜びを得，同時に“自分もやれ
ばできる"という自信がある状態のことを指す。
有能感を育成させるためには， IわかったJIでき
た」としづ成功体験が必要で、ある。自己決定感と
は I自分のことは(好んで)決めているのだ」と
いう気持ちと言い換えることができる。
3 実践と結果 (明らかになったこと)
教職専門実習皿 (10月中旬'"-'11月初旬)におい
て，山形市内A小学校5年生で、行った理科の授業
を行った。学級の人数は男子 19名，女子21名の
計40名の学級である。当学年の児童は，教職専門
実習 Iで担当した学年で、もあった。
児童の様子は，男子も女子も活発な児童が多く，
にぎやかなクラスである。実習期間中にあった体
育の表現運動では，初めのうちでは恥ずかしがる
児童が多かったが，後半においては，身体表現を
することの抵抗感がなくなっていった。また， 担
任の先生の生徒指導が熱心で， 高学年に向けて，
児童一人ひとりの成長が石信忍できる期間で、あった。
(1)授業単元の概要
第5学年理科単元「流れる水のはたらき」の授
業実践を10月下旬から 11月初旬にかけて行った。
全 16時間単元を 1時間目'"-'10時間目まで筆者が
授業し， 11時間目'"-'16時間目までをA教諭が授業
した。
(2)事両調査アンケート
単元に関わる児童の既有経験や素朴概念を把握
するために I流れる水のはたらき」に関する事前
調査アンケー トを実施した。以下がアンケー ト用
存兵である。
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表 1.事前調査アンケー 卜
|流れる水のはたらき 事前調査アンケー ト
室直
次の質問に苔え，あてはまる所に O をつけてください
・次のうち，見たことのある川はどこか。
山の中にある川 (上流) ・ 馬見ヶ崎川，または似ている川
(中流) ・ 海の近くにある川 (下流〉 ・ 海
・川で，水遊びしだことがある。
ある・ない
・ ある と笛えた人はそのとき，どんな遊びをしまレたか0
・雨力市笠ったときの川の様子をみだことがある。
ある・ない
・川に行ってしだこと ・川のようすを見て気づいrc_こと・知っ
ていることがあれは書いて下さい
・素朴概念に関する問題
1) 下の12'1のように.1がっτ範れている川があります.“ー …・のJIの底は，どのようになっ
ているでしょうか.
次の①から⑥の中からあなたの考えにいちばん近いものをえちびましょう，~ち@の中
区，自分の考えがない時1;1:，⑦のところに.いて〈ださい.
{ 
。 @ ③ 
広云1
t...._.J にメ:J
@ ⑤ IL-jl Xぇユ 又斗2
⑦ 
帥..ーー..“'‘，..・日e・
事前調査アンケートを活用し，おおよその単元
計画を立てた。アンケー 卜結果は以下である。
・見たことがある川
山の中にある川(上流): 21 ~， 
馬見ケ1崎川， または似ている)1 (中流): 40名
海の近くにある)1 (下流): 16名
海 36名
-川lで、水遊びしたことがある
ある:37名なし、 :3名
・雨が降ったときの川の様子を見たことがある
ある 32名ない :8名
-) 11に行ってしたこと，気づいたこと，知っていること
(したこと)
-水切り，生き物を捕まえる，泳し、だ歩いた，釣り，ゴ
ミ拾い，葉を流して水の速さ勝負 など
(気づいたこと)
雨の日に)11の水が溢れる，雨が降ると流れが速くなる， 上
流は木が多い，川が濁っていた など
(知っていること)
川の水は冷たし¥川によって流れの速さが違う，川|は山の
中から出てくる水もある，海の方へ行く，下水をきれいに
して川に流している など
・素朴概念に関する問題
① :3名② 4名③ 1名④12名
⑤ 2名⑤ 18名⑦ 1:名 (正答@)理由備)
(3)単元構成
事前調査アンケートから単元導入の授業，全体
の単元計画を考案した。また，第2回目の授業か
らは児童の問題意識の捉えより，授業毎の学習課
題を設定した。
(4)振り返りプリント
授業の最後には振り返りプリントを活用し，学習
意欲に関連する自己評価を児童に記入してもらっ
た。自己評価の項目は以下の4項目である。
①楽しく授業に参加できた
②解決したいと思える学習課題だった
表2 単元「流れる水のはたらき」の実施概要
授業者 授業回(時間)
③なるほど!と思うことができた
④なぜだろうと思うことや，調べてみたいこと
ができた
以下が評価基準である。
@ ょくできた
0 できた
ム少しできた
× できなかった
さらに，今日の授業で学んだこと，疑問に思っ
たこと 3 友だちの話を聞いてなるほど!と思った
ことなどを理科目記(振り返り)として児童に記
入させた。
~ふり返りを記入しよう~
気鼠
ょくでき疋@ できだO 少しだけできたA できなかっだ×
学習課題
筆者 1 (1) 川|のようすを比かくしてどんなちがし、があるか考えよう
2 (2) 川のようすを比かくしてどんなちがし、があるか考えよう(雨の日)
3 (1) 川を作り，水を流して，土がどのようにけずられるか，実験・観察しよう
4 (2) 前時にやった実験結果よりわかったことを話し合おう
5 (1) カーフーの内側には土がつもったのか，見たことから考えよう
6 (2) けずられた土はど、こへ行ったのか考え，観察しよう
7 (1) けずられた士はど、こへ行ったのか，観察したことからまとめよう
担当教諭 8 (2) 実際の流れる川のはたらきを考えよう
9 (1) なぜ川の上流~下流によって，石の形や大きさがちがうのか
10 (2) 災害をふせぐ工夫とは
1 (1) 水の災害をなくすマイプランを考えよう
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(4)振り返りプリントの結果 がつもったのか，見たことから考えよ う」の評価が
はじめに，児童の授業回ごとの自己評価を @4 前後の授業に比べて低い。
点，03点，62点， x 1点として，以下のように
Excelでまとめた。
表3.r解決したい学習課題だったJに対する自己評価
男子
領業団 2 3 4 5 6 7 B 91 10 11 
?ラス平均 3.53 3.37 3.34 3.62 3.26 3.57 3.46 3.61 3.32 13.56 3.11 
班 氏名
A 4 4 3 4 4 3 4 4 3 4 4 
10 日 3 3 4 4 3 4 2 3 2 4 4 
6 c 4 3 3 4 2 4 4 3 3 4 3 
7 D 3 4 3 4 4 4 3 4 3 3 3 
2 E 3 4 4 4 3 3 3 3 3 3 2 
F 4 2 4 4 4 4 4 4 4 3 4 
3 G 4 4 3 3 4 4 4 3 3 3 
2 H 3 4 4 4 2 4 3 4 3 4 3 
5 2 
7 J 4 3 4 3 2 4 4 3 3 3 2 
4 K 3 4 2 4 2 4 4 4 4 4 4 
4 L 4 4 3 3 3 2 3 2 3 3 3 
3 N 4 2 4 4 3 3 2 4 2 3 4 
8 M 3 4 3 3 3 3 4 4 3 4 3 
5 。 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 
9 P 4 4 3 3 3 3 2 4 4 4 4 
10 。 4 4 2 3 3 3 4 4 4 4 
6 R 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
9 s 4 4 4 4 4 4 4 
6 a 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 b 4 4 4 4 3 3 4 4 
8 c 3 4 4 4 4 4 2 4 4 
8 d 3 4 4 4 4 4 4 4 4 1 
9 e 41 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
s f 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 
5 夏 41 3 4 4 4 4 3 4 4 4 
7 h 4 4 3 3 3 3 3 4 31 4 3 
3 2 E 2 3 4 2 2 2 4 2 
9 j j 2 4 3 4 4 
4 k 2 4 4 3 4 4 3 3 2 3 
5 4 4 4 3 4 4 4 4 4 2 
6 n 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
10 町、 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 4 
7 。 4 2 3 2 2 3 3 3 3 2
3 1 D 4 3 4 3 4 4 3 3 3 4 
2 1 a 3 4 4 4 4 4 4 3 4 3 3 
4 r 3 3 3 3 4 3 3 4 4 3 4 
10 s 4 4 4 2 4 4 4 4 4 4 
t 3 4 4 4 4 3 4 4 3 3 3 
u 4 4 2 3 4 4 4 4 4 4 2 
女子
(クラス平均)
自己評価の4項目を授業回ごとにクラス平均を出
し，運勢ラインを参考に，以下のグラフに示した。
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??
??
力 7(J)内側には土が
つもったのか.見たこ
とから考えよう
25 
6 
授業回
】o 11 
図2 楽しく学習に参加できた (クラス平均)
-特に 3回目，1回目，4回目， 6回目で高い評
価になっている。逆に， 5回目「カーブの内側に土
aα3 
350 
?
?
??
3.00 
水の災害をな〈すマイプラン
を考えよう
2.50 
6 
慢業回
10 1 
図3.解決したいと思える学習課題だった(クラス平均)
.前後の授業に比べて高い評価になったのが4回
目の授業「前時にやった実験結果よりわかったこ
とを話し合おう」で、あった。4回目の授業は「楽し
く授業に参加できたjでも高い評価となっており，
実験してわかったことを話し合いたいとし、う意欲
をもって取り組めた内容で、あった。
.1 回目「水の災害をなくすマイプランを考えよ
うJの評価が低い。「楽しく授業に参加できたJでは
評価が高かったが，解決したい課題で、はなかった
ようである。
3.5 
????
j 
25 
授章回
10 1 
図4.なるほど ?と思うことがで、きた (クラス平均)
.7回目「けずられた士はどこへ行ったのか，観察
したことからまとめようJ，10回目「災害をふせぐ
工夫とはJの評価が高い。小単元の終末(まとめ)
の時間に評価が高くなることが考えられる。
.5回目「カ フーずの内側には土がつもったのか，見
たことから考えようjの評価が低い。前時に “カ
ブーpの内側には土がつもったのか“観察する実験
を行った。このとき男子の実験台と女子の実験台
に分かれて実験を行った。男子の方では内側に土
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が積もっている様子を観察することができたが，
女子の実験台では3 はっきりと観察することがで
きなかった。曲がりの内側では土が"つもりやす
い“という ことを納得することができない児童が
多かったと考えられる。
?
?
??
?
?
2.5 
授業団
図5 なぜだろうと思うことや調べてみたいことができた
(クラス平均)
・2回目り1のようすを比かくしてどんなちがし、が
あるか考えよう(雨の日)J， 8回目 「実際の流れ
る川のはたらきを考えようjの評価が高い。どちら
も実験の授業ではなく，考える時間を多く取った
授業で、あった。
一一一 一一一一一-4 
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授業回
図6.自己評価4項目の比較(クラス平均)
(自己評価項目の相関関係)
自己評価の4項目(楽しく学習に参加できた，
解決したい学習課題だった，なるほど !e:思うこ
とができた，なぜだろうと思うことや調べてみた
いことができた)の関連を調べた。相関係数を用
い，それぞれ Verl~Ver4 と設定する。
Verl:楽しく学習に参加できた
Ver2・解決したい学習課題だった
Ver3:なるほど !と思うことができた
Ver4:なぜだろうと，思うことや調べてみたいことができた
相関係数を次の基準で解釈し，
~0.279 ・関連なし
O. 280~0. 319 :かなり弱し、関連 + 
O. 320~0. 399 弱し、関連 *
0 . 400~0. 699 中程度の関連特
0. 700~1. 000 : 5齢、関連 *林
以下(表4)のように，相関係数をまとめた。
表4.評価項目の相関係数
授業回 9 10 I 強守持i苛d?h;照F量堅 中程度目 弱い関連 かなり弱関連特 . い関連+
bY磁~};議去0.35 0.505 0.123 2 4 .
RvZ昨eHS条7お0.591 0.484 0.041 3 l 2 .* 
努海1 単主一義きー
0.510 0.438 0.07 2 1 
金*
YEむea2。-ZJ 0.675 0.572 0.707 1 5 
v表etif也~，~! 0.601 0.389 0.434 1 5 2 * * 
宝ιwー寺ーrz4bニー 0.670 10.289 10.454 3 4 + 合合
表4から，第1回目の授業において Ver2(解決
したい学習課題だった)と Ver3(なるほど!と思
うことがで、きた)の関連係数が0.707，第7回目の
授業において Ver2(解決したい学習課題だ、った)
と Ver4(なぜだろう と思うことや調べてみたいこ
とができた)が0.759，と強し、関連が lつ右衛忍でき
る。さらに，それぞ、れ中程度の関連が5つ確認で、
きる。反対に， Verl-Ver2， Verl-Ver3， Verl-Ver4， 
Ver3-Ver4には強し、関連を確認することができず，
中程度の関連以下であった。特に，Verl (楽しく学
習に参加できた)は Ver2，Ver3， Ver4との強し、関連
が見られない。 筆者が担当 した授業(授業回 1~7)
まで、に絞っで注目すると， Verl (楽しく学習に参
加できた)と他項目との相関係数の低さが確認で
きる。
(班別)
学習班ごとに自己評価を並べて，班ごとに自己
言判面の偏りがあるか， 調査した。
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表5 楽しく学習に参加できた (班別に並び替え
たもの)
授業団 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 
クラス平均 3.45 3.39 3.95 3.85 3.42 3.76 3.62 3.53 3.38 3.39 3.87 
IJ 氏名
A 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
1 F 4 3 4 4 4 4 4 4 4 3 4 
t 3 3 4 4 3 4 4 3 3 3 4 
u 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 E 4 3 4 4 4 3 3 3 3 3 4 
2 H 4 4 4 4 3 3 3 3 3 4 4 
2 b 3 4 4 4 3 3 4 4 
2 q 4 3 4 4 4 4 4 3 3 3 3 
3 G 4 3 3 4 3 3 3 3 3 3 
3 N 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
3 2 3 4 3 4 3 4 3 2 3 
3 ロ 3 3 4 3 3 4 4 3 2 4 
4 K 4 3 4 4 3 4 4 4 3 4 4 
4 L 3 3 4 4 3 3 3 4 3 4 3 
4 k 2 4 3 3 3 4 4 3 3 2 4 
4 r 2 2 4 3 3 4 3 3 3 3 4 
5 4 
5 。 4 3 4 4 3 4 3 4 4 3 4 
5 E 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
5 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 
6 C 3 4 4 4 4 4 4 3 3 4 4 
6 R 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
6 a 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
6 円 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 41 
7 口 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 
7 J 3 3 4 4 3 3 3 3 2 2 4 
7 h 4 3 4 4 4 4 3 4 4 4 3 
7 。 3 3 4 4 3 4 3 4 3 3 4 
8 M 4 3 4 4 4 3 2 4 4 4 4 
B c 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 
8 d 3 4 4 3 4 4 4 2 3 2 4 
8 f 3 2 4 4 3 3 4 2 2 4 
9 P 3 3 4 4 2 4 2 4 3 4 4 
9 S 4 4 4 4 4 4 
9 e 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
9 4 4 4 4 4 
10 日 3 3 4 4 3 3 3 4 4 3 4 
10 。 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 
10 m 3 3 4 3 4 4 4 4 3 3 4 
10 s 3 4 4 21 4 4 4 4 4 4 
班全員の自己評価が良かったものを A(1，2の評
価が3個以下)，悪かったものをC(1，2の評価が
10個以上)，それ以外を Bとし，明朗IJのデータを
整理した。以下が整理したデータである。
表6. I~I別データ
評価パターンを整理すると 2以下のようになる。
Aが多い I 1，2，6， 10 班
Bが多い I 3，5，9 班
Cが多い I 4，8 班
表4を見ると，班ごとに自己評価に偏りが生ま
れていることが分かったo 1，2，6， 10班は全体的に
評価が高くなっているのに対し， 4，8班の評価は
イ尽くなっている。
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4 考察
(1)振り返りプリントの検討
①クラス平均から
図6のグラブから，自己評価の4項目が横ばい
に推移していったことより，実施した授業は，学
習意欲は持続できたと考えられる。授業回が進む
につれ["なぜだろうと思うことや調べてみたいこ
とができた」の自己評価が低下したのは，知識 ・
理解が進み3 学習内容の疑問が解決していったか
らだと考えられる。
「楽しく学習に参加できた」より， 児童は，身
体を動かして実験を行ったり，自分で1解決できる
「マイプラン」のよ うな授業が楽しいと感じる結
果となったO しかし，第 11回目の『水の災害をな
くすマイプランを考えよう』の授業に注目すると，
「楽しく学習に参加できた」のクラス平均が3.87
と単元の中でも自己評価が高いが， ["解決したいと
思える課題だ、った」の評価が 3.11と単元の中でも
低いものとなった。このことから，“楽しく学習に
参加する"という ことと，“解決したい学習課題"
であることは必ずしも一致しないと言える。さら
に，図6のグラフから， r楽しく学習に参加できたj
と 「なぜだろうと思うことや調べてみたいことが
できた」の推移が似つかないものになっている。
授業が“楽しい"ことは，“なぜだろう"という新
しい問題を見出すような科学的思考を生み出すこ
とともあまり関連がないことが分かる。
また ["なるほど !と思うことができたjの推移
が7回目，10回目の授業である。いずれの授業も
小単元のまとめを取り扱った内容で、あり，新しい
知識が身に付けたり，理解したことによって，“な
るほど"という気持ちが高まった結果なのではな
いだろうか。
以上のことから，授業が“楽しい"と感じるこ
とと“解決したし、と思える学習内容"であること
や3 “なぜだろう"という新しい問題を見出すこと
と関連があまりないと分かつた。しかし，クラス
平均の考察からは，学習意欲の持続を生み出すも
のはどのようなものなのかは，解明できなかった。
次に，個人に注目して，自己評価の相関関係のデ
ータから考察を深めた。
②自己評価項目の相関関係から
相関関係を調べた結果["解決したいと思える学
習課題だった」が rなるほど !と思うことができ
たJ，["なぜだろうと思うことや調べてみたいこと
ができた」との関連が強い。なるほど !と思える
ことを，知識 ・理解が進んだことと捉えると，解
決したいと思える学習課題であることは，知識 ・
理解を促進するものとして考えられる。さらに，
なぜだろうと思うことや調べてみたいと思えるこ
とを，科学的思考をめぐらせていること，意欲を
含んだものと して捉えると，解決したいと思える
学習課題であることは，科学的思考を養うことや，
学習意欲を向上させるものであると言える。
「授業に楽しく参加することができたJと他の
項目との相関関係があまり見られなかった。“楽し
し、授業"であることと，知識・理解が深まること
や，科学的思考を養うこととは，あまり関係のな
いことだと言える。
以上から，学習意欲を高め，持続し，学びある
学習にしていくためには r解決ーしたいと思える学
習課題」を毎時開設定することが有効であること
が分かった。
③班別データから
実践結果より，単元全体を通して評価が高かっ
た1，2，6，10班，評価が低かった4，83;)1など，班ご
とに自己評価の偏りが生まれたことが分かる。こ
のことから，班ごとに学びの差が生まれたとも考
えられる。授業において 話し合いの時間は必須
であり，クラス全体で話し合うこともあれば，班
のメンバーで、話し合うこともある。特に，班のメ
ンバーでの話し合いは，クラス全体に広がること
がないため，気軽なものである。グツレー ブロでの話
し合い，つぶやきのようなものは「わからなしリ
ことを話し合える時間として重要なものであり，
班での取り臨ムにも注目しなければならないこと
が判明した。
5 到達点と課題
(1)到達点
実樹受業では，単元 「流れる水のはたらき」を
通して学習意欲を持続させることができた。そし
て，本研究の実践検証を通して，小学校理科にお
ける児童の学習意欲を持続させていくためには，
毎時間の学習課題を児童の解決したいものに設定
することが有効であることが分かつた。また，授
業に楽しく参加できたからといって，知識 ・理解
を獲得したり，科学的思考をめぐらすなど，学び
が深まったとは言えない，ということが分かった。
授業を児童の解決したい内容にすることによって，
41 
知識 ・理解が進み，新しい疑問が生まれ，科学的
思考をめぐらせ，その結果“楽しい時間だ、った"
と感じることが大切である。さらに，学習班ごと
振り返りの自己評価に偏りが生まれたことにより，
班のメンノベーがお互いに影響を及ぼすことを確認
した。
(2)開題
毎時間，児童の“解決したい学習課題"にする
ためには，児童の声(授業中の発言やつぶやき，
振り返りプリントのコメント)に耳を傾けなけれ
ばならない。さらに“解決したい学習課題"が学
習内容の本質と合致させていく必要がある。児童
が解決したい内容を学習内容の本質と合致させて
いくためには3 単元導入時での教材の選定を，児
童の興味・関心の持てるものの中から，教材を選
択しなければならない。教師は幅広く，深い教材
研究が必要である。また，班のメンバーによって
自己評価の偏りが確認できたことより，匹編成や
授業形態の工夫をする必要がある。
今回の研究は，単元「流れる水のはたらき」で
の実践研究であった。今後は，様々な単元での実
践から，本研究の成果について検討してし、く。
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